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おしえて！蓮沼さん～核拡散の現状とこれから

米国人監督による第五福竜丸の元乗組員３名
へのインタビューとストップモーション・
アニメーションでビキニ事件に迫った映画

（監督：キース・レイミンク、2018年、75分）

上映会

映画を通じてビキニ事件から学ぶこと、核拡散の現状とこれからについて、じっくり考え、語り合い
ましょう！

■共催：三浦地区労働組合協議会・三浦市

（三浦市初声町入江１６９）

う

ピースデー
月18日(土)

2023年

入退場自由

東京都立第五福竜丸展示館
学芸員 蓮沼佑助さん



1954年３月1日にマーシャル諸島のビキニ環礁で米国
の水爆実験が行われ、マグロ漁船第五福竜丸をはじめ、
多くの漁船が死の灰を浴びました出来事を『ビキニ事件』
と言います。
三崎でもマグロが大量廃棄され、全国で最も経済的な被

害を受けた歴史があります。
それから69年後、深刻な核の脅威が、中東、朝鮮半島、

そしてロシアによるウクライナ侵攻と、世界各地で急速
に広がっています。
この映画を皆さんと一緒に鑑賞し、改めて核の脅威や平

和の尊さについて、語り合いましょう。東京都立第五福竜丸展示館

学芸員 蓮沼佑助さん
(写真＝みうらピースデー2019での講演より)

ビキニ事件ってなんだろう

◀三浦市における被爆の歴史を市ホームページで全文公開しています。

漁場で一月も二月も、魚をつって暮らしてきた船員さんは、早く家族
に会いたいと思ってもけんさがすむまではおかへは上げてくれない
のでした。
この小さい機械一つでマグロをたべていいかきまるのです。放しゃ能
があれば土の中にうめたり海に流してしまうのです。
私のお父さんは戦死しました。だから私は原子ばくだんや、すいそば
くだんなどを使って戦争などすれば、おたがいにいやだからぜったい
にやらないで、やりたかったら自分の国でやったらいいと思います。

「原子時代」三崎小学校六ノ四 大沢ひろこ、1954年の作文より

第五福竜丸の元乗組員の一人、大石又七さん▶
冷凍士として出航中、20歳で被ばく。後遺症と周囲の偏見・嫉

妬に悩まされ、被ばくについて家族にも沈黙を続けていました。
1983年、中学生6人への証言をきっかけに、国内外で700回を

超える講演活動をするなど、核実験の被害者救済と核廃絶を訴え
た生涯でした。
晩年は、三浦市内の高齢者施設で暮らしながら、市内でも講演

活動を続けました。（2021年3月逝去）

三崎における核兵器の痕跡

■問合せ：三浦市政策部政策課 046-882-1111(内線215)

単位が「分」から
「秒」にかわり、より
深刻な状況となり
ました


